コンピュータ計測実験 反省

1． 機器操作の手順見直し

コンピュータ側のシリアルキーの設定も必要。これを含めた設定手順の見直しが必要。

2． 化学反応を考えさせる段階

１つの化学反応をいくつかの素反応に分ける訓練を事前にやっておいた方がよい。

化学反応を考える手がかりを厳選して与える必要あり。
3． 発表

生徒は声が小さいのでワイヤレスマイクと拡声器が必要。

4． 途中段階における変更の連絡

実験の進行に従って，手順に変更が生じる。これについてメンバーに伝える必要がある。このタイミングと方法を事前に打ち合わせておく必要がある。

5． ワークシートについて

機器操作に関わる部分と実験操作に関わる部分を分離し，機器操作に関わる部分は繰り返し使用が可能な形（パウチ）にする。実験操作に関わる部分は，準備，実験，結果，考察というように流れがわかるようにまとめる。また，入力に必要な部分を残し，多の部分には保護をかけ，生徒の不要な変更を防止する必要がある。

6． 実験結果の集積は人手で行った。ネットワークハードディスクにファイルを保存する場合，外部ファイルのセル参照機能を用いれば，これを自動的に行うことができる。値が想定内に収まる場合，この機能の利用は有効である。
